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論文内容要旨
 加令の心筋ハイドロオキシプロリンに及ぼす影響をみるために,悪性腫瘍,心・腎疾患を除き,
 心重量200～4009の40例のヒトの剖検心について化学的に定量した。左心室の凍結乾燥試料
 1叩に含まれる総ハイドロオキシプロリン量は年令に比例して増加し,分画別では酸可溶性分画
 が増加し,ついで残渣分画が増加した。とくに,この傾向は心内膜側で著しかった。また,左心
 室後内側乳頭筋の総量も年令に比例して増加し,酸可溶性分画,残渣分画の順に増加の傾向を示
 した。左心室の総量,心内膜側,心外膜側の総量のいずれも,心重量に対しては負の相関を示し
 た。ハイドロオキシプロリンの分画別,部位別の分析では残渣分画が心内腹側より後内側乳頭筋
 にかけて増加した。症例を男女別に分けてみると,女においては年令との間に相関はみられない
 が,男においては,全症例の場合とほぼ同じ傾向がみられた。この結果,左心室の心筋ハイドロ
 オキシプロリンの増加は心重量と反比例し,純粋に加令によるものであること,酸可溶性分画が
 最も多く,ついで残査分画であること,部位としては心内膜側から後内側乳頭筋にかけてあるこ
 とを示した。右心室のハイドロオキシプロリンも左心室と同様の変化がみられた。
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 審査結果の'要旨
 この研究は老化の機序を解明する一つの方法として,加金による心筋のコラゲンの変化を検討
 したものである。
 検索材料としては,悪性腫瘍ならびに,心および腎疾患を除いた40例の剖検心を用いた。心
 重量は200～400gで,・左心室後内側乳頭筋と,左心室前壁より筋切片をとり,細切し,ホ
 モジェナイズした後,凍結乾燥を行い,この凍結乾燥試料よりハイドロオキシプロリンを抽出,
 Prockop法で測定し,つぎの結果を得ている。
 左心室の凍結乾燥試料1mgに含まれる総ハイドロオキシプロリンは年令とともに増加し,分
 画別では酸可溶性分画が増加し,ついで残渣分画が増加する。とくにこの傾向は心内膜側で著し
 い。左心室後内側乳頭筋の総量も年令に比例して増加し,酸可溶性分画,残渣分画の順に増加の
 傾向を示す。左心室,心内膜側,外膜側のいずれの部位でも,総量と心重量との間には負の相関
 がみられる。ハイドロオキシプロリンの分画別,部位別の分析では残渣分画が心内膜側より後内
 側乳頭筋にかけて増加しており,性別では女性では年令との相関はみられないが,男性では全症
 例の場合とほぼ同じ傾向がみられる。右心室のハイドロオキシプロリンの変化も左心室のそれと
 同様である。これらより,左心室の心筋ハイドロオキシプロリン増加は心重量と反比例し,加令
 によるものであること,増加するのは酸可溶分画が最も多く,ついで残渣分画が多いということ
 ができる。
 この研究は従来,見解の一致をみなかった加令による心筋のコラゲンの変化に対して,明確な
 結論を示したものであり学位授与に価するものと思われる・
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